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議会だより
令和2年3月定例会・全員協議会

なぎそ

○
3
月
定
例
会
は
、
2
月
26
日
か
ら
3
月
13
日
の
17
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

☆
令
和
2
年
度
当
初
予
算
を
可
決
��
�
20ｐ

★
決
ま
っ
た
議
案
一
覧
�
�
�
�
�
�
22ｐ

☆
請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
��
�
�
�
23ｐ

☆
2
月
期
補
正
予
算（
第
5
号
）を
可
決
��
23ｐ

☆
特
集 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
��
25ｐ

☆
各
報
告
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
26ｐ

★
一
般
質
問
：
7
人
の
議
員
が
質
問
��
�
�
27ｐ

☆
全
員
協
議
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
31ｐ

●
第
2
期
「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
策
定
の
報
告

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定

●
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想（
案
）を
作
成

●（
一
社
）南
木
曽
町
観
光
協
会
を
設
立

●
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
実
施
協
力
を
募
集

●
上
下
水
道
地
方
公
営
企
業
適
用
の
導
入

●
比
較
：
町
の
高
齢
者
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
と

経
済
産
業
省
サ
ポ
カ
ー
補
助
金

●
屋
根
の
修
繕
負
担（
地
区
集
会
所
整
備
事
業
の
負
担
等
）

の
改
正
に
向
け
て

●
薪
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
金（
南
木
曽

町
山
林
資
源
活
用
機
器
設
置
補
助
金
交
付
要
綱
制
定
）

3
月
定
例
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

20ｐ

　　　　　  議会でも新型コロナウイルス感染症対策　～議場内全員がマスク着用で開会～議会の眼
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令
和
2
年
度

当
初
予
算
審
議
概
要

一
般
会
計
予
算
39
億
６
，６
０
０
万
円
、
特
別
会
計

予
算
9
億
２
，８
６
１
万
７
千
円
を
採
択
し
ま
し
た
。

※
詳
細
内
容
は
広
報
な
ぎ
そ
今
月
号
2
～
5
Ｐ
に
掲
載

◆
財
政
基
金
取
り
崩
し
理
由

　
　
骨
格
予
算
で
４
，０

０
０
万
円
を
取
り
崩
す
理

由
は
。

　
　
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
人
件
費
分
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
観
光

協
会
へ
の
職
員
派
遣
に
よ

る
人
件
費
の
増
が
主
な
要

因
で
す
。

　
　
町
の
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
75
名
の
職
員
と

管
理
職
の
人
数
が
多
い
の

で
は
。

　
　
町
が
自
立
し
た
と
き

に
決
め
た
職
員
数
を
基
本

に
し
て
い
ま
す
。

◆
次
第
に
増
え
て
い
る
町
債

　
　
平
成
26
年
の
梨
子
沢

土
石
流
災
害
以
降
、
町
債

財
政

QAQAQ

は
次
第
に
増
え
て
い
る
。

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
続
き
、
今
回
は
光
フ
ァ

イ
バ
ー
化
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
先
、
公
債
費
支
出
が

増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
町
の
考
え
は
。

　
　
実
質
公
債
費
比
率
は

現
在
の
と
こ
ろ
昨
年
よ
り

今
年
は
減
る
試
算
に
な
り

ま
す
が
、
起
債
の
返
済
は

来
年
度
以
降
か
ら
本
格
的

に
な
り
ま
す
。
町
の
収
入

状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

財
政
の
推
計
と
し
て
は
実

質
公
債
費
比
率
15
％
と
い

う
数
字
も
見
え
ま
す
。

A

◆
国
土
強
靭
化
計
画

　
　
国
土
強
靱
化
事
業
の

調
査
委
託
の
内
容
は
。

　
　
今
回
、
初
め
て
町
の

計
画
を
立
て
ま
す
が
、
人

命
を
最
優
先
に
考
え
た
計

画
で
、
防
災
計
画
と
の
整

合
性
や
先
進
事
例
な
ど
も

検
討
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
　
こ
の
事
業
は
5
年
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
。

　
　

国
は
、「
国
土
強
靱

化
計
画
が
町
の
総
合
計
画

や
建
設
事
業
計
画
な
ど
を

包
括
す
る
ア
ン
ブ
レ
ラ
計

画
で
あ
り
最
上
位
に
位
置

す
る
計
画
」
と
し
て
お
り
、

5
年
で
終
わ
る
こ
と
は
な

く
継
続
的
に
見
直
し
を
図

り
な
が
ら
、
計
画
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

◆
大
規
模
盛
土
造
成
地

　
変
動
予
測
調
査

　
　
新
規
事
業
で
あ
る
大

規
模
盛
土
造
成
地
変
動
予

測
調
査
の
具
体
的
な
内
容

は
。

　
　
市
町
村
ご
と
に
大
規

模
な
盛
土
箇
所
の
有
無
の

全
国
調
査
が
行
わ
れ
て
お

り
、
国
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
に
地
震
な
ど

災
害
時
の
安
全
性
確
認
の

た
め
、
盛
土
箇
所
の
土
質

調
査
を
行
う
も
の
で
、
町

で
は
5
箇
所
該
当
し
ま
す
。

　
　
住
宅
対
策
費
の
事
業

だ
が
、
調
査
後
に
住
宅
建

設
を
行
う
予
定
な
ど
は
あ

る
の
か
。

　
　
今
回
の
調
査
は
建
設

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
は
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。
発
行
時
期
は
い

つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　
現
在
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
２
０
１
１
年
版
が

各
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
の
県
の

調
査
で
新
し
い
情
報
に
改

定
さ
れ
る
の
で
、
町
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
新
し
い

情
報
に
更
新
し
た
冊
子
と

し
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

時
期
は
、
更
新
さ
れ
た
県

デ
ー
タ
が
届
き
次
第
、
令

和
2
年
度
内
の
完
成
予
定

で
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更

新
を
す
る
際
に
、
避
難
時

に
お
け
る
避
難
困
難
者
な

ど
へ
の
誘
導
責
任
者
の
よ

う
な
内
容
は
記
載
さ
れ
る

の
か
。

　
　
町
か
ら
誘
導
責
任
者

の
要
請
は
し
て
い
な
い
の

で
、
記
載
は
し
ま
せ
ん
。

地
区
に
よ
っ
て
「
地
域
支

え
あ
い
マ
ッ
プ
」
な
ど
を

独
自
に
備
え
て
い
る
と
こ

ろ
や
、
町
か
ら
は
隣
近
所

で
の
声
掛
け
な
ど
に
よ
る

避
難
を
お
願
い
し
て
い
る

の
で
、
避
難
体
制
に
つ
い

て
の
記
載
は
し
ま
せ
ん
が
、

引
き
続
き
各
地
区
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
除
雪
費

　
　
今
年
の
よ
う
に
全
く

雪
が
降
ら
な
か
っ
た
場
合
、

除
雪
費
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
補
正
予
算
で
減
額
し

て
、
次
年
度
の
繰
越
金
の

一
部
と
な
り
ま
す
。

◆
備
蓄
品
の
更
新

　
　
災
害
備
蓄
品
は
更
新

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
期
限
切
れ
に
な
る
前

に
社
協
な
ど
の
福
祉
団
体

を
通
し
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク

（
貧
困
世
帯
へ
の
無
償
配

布
）へ
寄
付
は
で
き
な
い
か
。

　
　
品
目
を
調
べ
、
早
め

に
対
応
で
き
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。

◆
消
防
団
の
バ
ッ
ジ

　
　
以
前
は
、
消
防
徽
章

を
法
被
に
付
け
る
こ
と
が

当
た
り
前
だ
っ
た
が
、
当

町
だ
け
付
け
て
い
な
い
理

由
は
あ
る
の
か
。

　
　
以
前
は
名
誉
な
こ
と

と
し
て
付
け
て
い
ま
し
た
。

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
予
防
接
種

　
　
幼
児
か
ら
学
生
の
予

防
接
種
は
全
て
町
内
で
受

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
が
町
外
の
場
合
の
対

応
は
。

　
　
医
療
機
関
が
分
散
す

る
と
、
接
種
間
隔
な
ど
の

管
理
も
あ
り
、
間
違
い
が

起
き
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
の
で
、
協
議
の
う
え
町

内
で
接
種
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
柔
軟
性
を
持
っ
た

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

防
災
・
消
防
関
係

QAQAQA

QAQAQ

AQAQ

AQA医
療
・
福
祉
関
係

QA要
望
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◆
国
保
税
は
集
め
す
ぎ
で
は

　
　
国
保
会
計
の
予
備
費

は
、
５
１
７
万
円
と
大
き

な
数
字
だ
が
、
全
体
と
し

て
国
保
税
は
集
め
す
ぎ
で

は
な
い
か
。

　
　
医
療
費
が
下
が
っ
て

い
る
こ
と
や
国
保
税
が
伸

び
て
い
る
こ
と
が
要
因
で

す
。
国
保
に
つ
い
て
は
、

小
さ
い
町
で
あ
り
急
に
医

療
費
が
高
い
場
合
が
出
た

と
き
に
備
え
て
、
長
期
的

に
様
子
を
見
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
で
す
。

◆
介
護
施
設
の
維
持
は

　
　
介
護
の
問
題
で
は
社

協
の
運
営
が
重
要
と
な
る
。

介
護
施
設
を
ど
う
維
持
し

て
い
く
の
か
、
町
の
考
え

は
。

　
　
社
協
と
は
、
定
期
的

に
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
職
員
を
派
遣

す
る
予
定
で
す
。
町
全
体

の
福
祉
で
は
、
あ
す
な
ろ

荘
も
一
緒
に
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
介
護
認
定
の
委
託
料
と
は

　
　
介
護
の
分
野
で
、
今

年
度
か
ら
入
っ
て
い
る
認

定
調
査
委
託
料
と
今
ま
で

の
介
護
認
定
で
や
り
方
が

変
わ
る
の
か
。

　
　
今
年
度
ま
で
は
、
広

域
連
合
か
ら
賃
金
の
支
払

い
が
あ
っ
た
介
護
認
定
調

査
は
会
計
年
度
任
用
制
度

に
伴
い
、
各
町
村
で
実
施

す
る
こ
と
に
変
わ
り
ま
し

た
。町

で
は
有
資
格
者
に
委

託
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
が
、
来
年
度
も
新
規
に

つ
い
て
は
役
場
の
職
員
が

実
施
し
、
更
新
関
係
は
な

る
べ
く
委
託
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

◆
旧
妻
籠
小
学
校
解
体

　
　
解
体
費
用
の
４
，７

０
０
万
円
は
妻
籠
分
館
も

含
ま
れ
て
い
る
か
。

　
　
旧
小
学
校
部
分
の
み

で
、
旧
中
学
校
と
分
館
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
小

学
校
跡
地
に
分
館
が
建
設

さ
れ
た
後
に
、
分
館
解
体
、

駐
車
場
整
備
と
な
り
ま
す
。

◆
妻
籠
宿
有
料
駐
車
場

　
　
駐
車
場
会
計
か
ら
妻

籠
宿
保
存
工
事
の
費
用
を

賄
っ
て
い
る
が
、
毎
年
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
よ
い

の
か
、
町
の
考
え
は
。

　
　
妻
籠
宿
保
存
事
業
へ

の
繰
出
金
は
６
８
５
万
７

千
円
で
す
が
、
新
年
度
は

維
持
管
理
費
が
少
な
い
た

め
、
繰
入
額
は
４
６
２
万

３
千
円
で
す
。
一
般
会
計

へ
の
償
還
も
で
き
な
い
現

状
も
踏
ま
え
て
、
も
う
一

度
検
証
し
、
ど
う
い
っ
た

方
向
に
す
べ
き
か
部
内
や

関
係
機
関
と
も
協
議
を
し

て
い
き
ま
す
。

◆
木
曽
広
域
に
お
け
る
森

林
経
営
管
理

　
　
森
林
経
営
管
理
事
業

に
つ
い
て
、
木
曽
広
域
で

は
全
体
で
約
４
，０
０
０

万
円
の
予
算
で
始
め
る
よ

う
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
の
か
。

　
　
町
村
が
森
林
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
情
報
を
広
域
へ
送

り
、
広
域
は
受
理
し
た
森

林
デ
ー
タ
で
対
象
森
林
の

団
地
の
案
を
作
成
、
経
営

管
理
区
分
の
提
案
、
所
有

者
の
リ
ス
ト
化
作
業
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
後
、
意
向
調
査
を

行
い
、
現
地
調
査
と
し
て

地
元
に
出
向
い
て
説
明
会

を
開
催
し
、
調
査
を
行
い

回
収
し
ま
す
。
ま
た
境
界

の
確
認
や
測
量
な
ど
も
行

い
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
の
集
積

計
画
も
作
成
し
、
そ
れ
を

も
と
に
意
欲
あ
る
森
林
経

営
者
に
再
委
託
を
す
る
予

定
で
す
。
利
益
が
出
な
い

よ
う
な
森
林
は
独
自
に
自

ら
が
管
理
し
て
い
く
と
い

う
事
業
を
広
域
で
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
　
来
年
度
各
町
村
か
ら

の
分
担
金
は
4
名
の
人
件

費
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
人
件
費
だ
け
で
は
な

く
、
事
業
を
や
る
た
め
の

経
費
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
管
理
す
る
部
分
の
経

費
も
含
ん
で
計
算
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
こ
で
ど
ん

な
事
業
を
や
る
か
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

事
業
発
注
な
ど
の
経
費
も

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

広
域
連
合
関
係
、
郡
下

6
町
村
で
の
負
担
金
の
合

計
額
は
、３
，８
９
２
万
３

千
円
で
す
。
均
等
割
り
10

％
、
譲
与
税
割
90
％
に
も

と
づ
く
町
の
分
担
金
は
、

６
４
６
万
６
千
円
で
、
譲

与
税
見
込
み
額
１
，９
０

０
万
円
か
ら
広
域
連
合
の

チ
ー
ム
に
、
残
金
は
基
金

に
積
み
立
て
ま
す
。

◆
胡
桃
田
簡
易
給
水
施
設

　
　
胡
桃
田
簡
易
給
水
施

設
は
平
成
26
年
に
豪
雨
で

取
水
施
設
が
被
災
し
、
地

元
で
は
大
変
苦
労
し
た
。

今
回
の
改
良
工
事
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　
　
新
し
く
で
き
た
堰
堤

か
ら
取
水
し
て
、
沈
砂
池

を
設
け
る
も
の
で
す
。

　
　
　
砂
の
除
去
が
一
番

問
題
な
の
で
、
地
元
と
よ

く
協
議
し
て
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

◆
県
単
河
畔
林
整
備
事
業

　
　
県
補
助
金
で
実
施
さ

れ
る
河
畔
林
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
場
所
の
選
定
方

法
は
。

　
　
事
前
に
県
か
ら
町
に

対
し
て
希
望
場
所
の
調
査

が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
の

調
査
を
行
い
、
一
昨
年
の

掘
立
線
で
の
災
害
に
よ
っ

て
地
質
が
懸
念
さ
れ
る
長

根
川
と
、
伊
勢
小
屋
沢
の

木
曽
川
へ
の
合
流
地
点
を

挙
げ
て
お
り
、
令
和
2
～

3
年
度
は
長
根
川
、
令
和

4
年
度
は
伊
勢
小
屋
沢
の

整
備
を
行
う
計
画
で
す
。

5
ヶ
年
計
画
と
し
て
申
請

し
て
い
ま
す
。

　
　
令
和
4
年
度
か
ら
成

人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
町

は
成
人
式
の
対
象
年
齢
を

引
き
下
げ
て
開
催
す
る
の

か
。
そ
の
場
合
、
時
期
は

い
つ
に
な
る
か
。
関
係
者

は
不
安
に
思
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
　
ま
だ
具
体
的
な
協
議

を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
他

町
村
の
様
子
も
見
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

QAQAQ

A妻
籠
交
流
セ
ン
タ
ー

QA

QA農
林
業
関
係

QA

QA

建
設
水
道
関
係

QA要
望

Q

A成
人
式
の
年
齢
は

QA

議会だより
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3月定例会 議案一覧表
予算関連議案 可決

●令和元年度　補正予算 ・一般会計の補正は5,945万2千円減額し、
総額38億1,435万4千円となります。

全員
一致

●令和２年度　当初予算 ・一般会計予算総額：39億6,600万円（＋6.4％）
・特別会計予算総額：9億2,861万7千円

全員
一致

一般議案 可決

●南木曽町選挙管理委員及び補充員の
選挙

2月29日をもって任期満了となる選挙管理委員と補充員について、議
会で指名推薦を行い決定しました。

【選挙管理委員】末松博幸、下山昭次、小原悦治、林　和子
【補充員】小幡栄作、新井新作、茶原彰子、松原德則

全員
一致

●平成30年度国土強靭化　町道天白
川向線防災工事請負契約の変更

契約金額：6,383万3千円（変更差額443万3千円増）
契約の相手方：株式会社松山建設

全員
一致

●南木曽町財政調整基金の処分
令和2年度予算において経済事業の著しい変動により財源が著しく不
足するので当該不足額の財源に充当するため、財政調整基金を4,000
万円取り崩し、当該不足額の財源に充当するものです。

全員
一致

●南木曽町辺地対策総合整備計画の変
更

計画期間中であるため実施計画と整合性を図りながら、加除・修正に
より変更を行うものです。

全員
一致

●町道路線の認定
地蔵沢砂防堰堤事業に伴う工事・管理用道路の施工により、砂防堰堤
工事後は南木曽町で管理することが条件のため、町道路線として認定
するものです。
路線名：妻籠町上連絡線

全員
一致

●木曽広域連合規約の一部変更 森林経営管理法により導入された「森林経営管理制度」を各町村共有
の事務として木曽広域連合が行うため、変更を行うものです。

全員
一致

●長野県町村公平委員会を共同設置す
る地方公共団体の数の減少及び規約
の変更

令和2年3月31日をもって麻績村筑北村学校組合が脱退することを認
めることにより、長野県町村公平委員会共同設置規約の一部を変更す
るものです。

全員
一致

条例の制定／改正 可決

●南木曽町地区集会所整備事業分担金
徴収条例の一部改正

近年、地区住民の高齢化等により屋根修繕経費等に対
する町の支援が地域振興協議会から要望されたこと、
修繕対象経費見直しのため、条例の一部を改正するも
のです。

全員
一致

●南木曽町町長等の損害賠償責任の一
部の免責に関する条例の制定

令和元年11月8日に地方自治法施行令等の一部を改正する政令が公布
され、その改正後の普通地方公共団体の長等の損害賠償責任の一部免
責の基準などが定められたことにより、新たに条例の制定をするもの
です。

全員
一致

●南木曽町職員の服務の宣誓に関する
条例の一部改正

会計年度任用職員は制度導入前の任用形態や任用手続きが様々である
ことから、服務の宣誓をそれぞれの職員にふさわしい方法で行うこと
を可能とするため、条例の一部を改正するものです。

全員
一致

●南木曽町公民館条例の一部改正
「館長、分館長、分館主事」がパートタイム会計年度任用職員に移行
するとして改正を行ったが、その後の制度設計で会計年度任用職員に
あたらない任用形態とすることになったため、条例の一部を改正する
ものです。

全員
一致

●南木曽町監査委員条例の一部改正
地方自治法等の一部を改正する法律が公布され、監査制度について議
選監査委員の選任の義務付けの緩和の見直しがあり、規定されていた
文言が改正されたことに伴い、条例の一部を改正するものです。

全員
一致

同意案件 可決
●固定資産評価審査委員会の委員の選

任 樋口　信雄（再任）：南木曽町読書 全員
一致

諮問案件 可決

●人権擁護委員候補者の推薦 白金　正明（再任）：南木曽町読書
袖川きよみ（新任）：南木曽町吾妻

全員
一致

審議内容
掲載P.23

審議内容
掲載P.20～

全協審議
掲載P.33
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●
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
な
ら
び
に
法

人
市
町
村
民
税
（
法
人
税
割
）
の
標
準
税
率
採
用
の

要
望
に
つ
い
て

　
　
　
一
般
社
団
法
人 
木
曽
法
人
会

会　
　
　
長　
大
沢
謙
一

支　
部　
長　
野
原
廣
平

税
制
委
員
長　
井
原
正
登

　
　
　
不
採
択

審　
議
：
同
様
の
陳
情
は
平
成
30
年
に
あ
り
、
議
会
は

不
採
択
と
し
た
経
緯
が
あ
る
。

町
に
お
け
る
税
制
の
バ
ラ
ン
ス
や
歳
入
計
画
を
検
討

し
た
結
果
、
現
状
に
お
い
て
法
人
税
割
引
き
下
げ
の
環

境
に
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、
消
費
税
の
影
響

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
な
ど
に
よ
る
中
小

企
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
適
宜
国
に
一
層

の
支
援
を
求
め
て
い
き
た
い
。

●
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の
見
直
し
を
求

め
る
陳
情
書

　
　
　
長
野
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長　
小
林
吟
子

採
択
・
意
見
書
送
付

審　
議
：
木
曽
地
域
の
医
師
数
は
10
万
人
当
た
り
１
２

５
・
８
人
で
、
全
国
平
均
２
４
０
・
１
人
の
半
分
程
度
の

医
師
数
で
あ
る
。
医
師
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
こ
の

地
域
に
と
って
医
師
確
保
は
重
要
な
課
題
と
な
って
い
る
。

今
年
1
月
31
日
に
長
野
県
知
事
な
ど
6
県
の
知
事
に

よ
っ
て
提
言
さ
れ
た
「
地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
確
保

を
目
指
す
知
事
の
会
」
設
立
趣
意
書
は
、
今
回
の
陳
情

に
沿
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
旧
坂
下
病
院
の

機
能
縮
小
の
背
景
に
は
医
師
不
足
が
あ
る
。

請
願
・
陳
情

提
出
者

結　
果

提
出
者

結　
果

◆
防
火
水
槽
の
設
置

　
　
妻
籠
地
区
で
の
地
下

式
防
火
水
槽
工
事
に
つ
い

て
、
地
元
と
の
協
議
は
行

っ
た
か
。

　
　
地
域
要
望
で
は
「
現

在
工
事
中
の
周
辺
」
と
あ

り
ま
し
た
の
で
、
現
地
点

で
了
解
を
得
て
、
借
地
利

用
を
す
る
予
定
で
す
。
平

成
30
年
度
に
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
権
者
交
渉

が
進
ま
ず
平
成
31
年
度
事

業
で
実
施
し
ま
し
た
。

防
災
関
係

QA

　
　
事
業
費
３
９
０
万
円

減
額
の
内
訳
は
。
ま
た
、

場
所
が
適
地
か
精
査
は
し

た
か
。

　
　
当
初
計
画
で
は
、
用

地
取
得
費
用
を
見
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

借
地
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

用
地
費
と
工
事
費
の
不
用

額
で
す
。

地
域
要
望
に
よ
り
現
地

点
付
近
で
選
定
し
ま
し
た
。

取
得
費
用
は
町
の
公
共
用

地
取
得
基
準
に
基
づ
き
必

要
面
積
か
ら
算
定
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
維
持
管
理
は
地
元

が
や
る
こ
と
に
な
る
が
、

現
在
管
理
さ
れ
て
い
な
い

防
火
用
水
が
多
く
あ
り
、

設
置
に
は
慎
重
な
検
討
を

お
願
い
す
る
。

◆
庁
舎
非
常
用
電
源

　
　
役
場
庁
舎
の
電
源
確

保
工
事
と
は
、
ど
の
よ
う

な
工
事
か
。

QA要
望

Q

　
　
現
在
は
太
陽
光
発
電

で
蓄
電
池
に
充
電
し
て
い

ま
す
が
、
災
害
時
の
夜
間

な
ど
に
は
容
量
が
不
足
す

る
た
め
、
発
電
機
を
稼
働

さ
せ
て
電
源
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

◆
大
山
蘭
簡
易
水
道
工
事

　
　
大
山
蘭
簡
易
水
道
改

良
工
事
の
具
体
的
な
内
容

は
。

　
　
三
軒
家
・
上
在
郷
地

区
へ
の
水
道
供
給
の
た
め
、

押
手
地
区
の
分
岐
点
に
あ

る
水
道
管
を
太
い
管
に
替

え
る
も
の
で
す
。
今
回
、

新
た
に
各
戸
へ
量
水
器
を

設
置
し
て
、
今
年
度
内
に

工
事
完
了
と
な
る
見
込
み

で
す
。
水
道
料
金
は
４
月

分
か
ら
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

◆
浄
化
槽
清
掃
料
の
増
加

　
　
浄
化
槽
の
清
掃
料
増

額
の
理
由
は
。

　
　
法
定
検
査
回
数
が
増

え
た
こ
と
や
基
準
単
価
が

上
が
っ
た
こ
と
に
加
え
、

浄
化
槽
の
数
も
増
え
て
い

る
た
め
で
す
。

A水
道
設
備
関
係

QAQA

補
正
予
算
審
議
概
要

令
和
2
年
2
月
期
補
正
予
算（
一
般
会
計
、特
別
会
計
）

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

5
日　
南
木
曽
町
消
防
団
出
初
式

11
日　

議
員
研
修
旅
行
／
松

山
・
広
島
・
姫
路

（
～
13
日
）

報
告
記
事
34
Ｐ

15
日　
木
曽
郡
町
村
議
会
議
長

会
／
東
京
（
～
16
日
）

21
日　
中
津
川
市
議
会
と
の
リ

ニ
ア
新
幹
線
対
策
特
別

委
員
会
合
同
会
議

報
告
記
事
26
Ｐ

22
日　
第
15
回
長
野
県
地
方
自

治
政
策
課
題
研
修
会

29
日　
県
町
村
議
会

議
会
運
営
研
修
会

5
日　
南
木
曽
町
公
民
館
大
会

19
日　
リ
ニ
ア
新
幹
線
対
策
特

別
委
員
会報

告
記
事
26
Ｐ

21
日　
県
町
村
議
会
議
長
会
第

30
回
定
期
総
会

1
月

2
月 議

会
の
主
な
動
き

妻籠地区に設置された防火水槽

山﨑議長
議員活動15年表彰
されました

議会だより
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地
方
消
費
税
交
付
金

が
５
０
０
万
円
程
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

　
　
昨
年
10
月
の
消
費
税

増
税
に
伴
う
交
付
金
増
の

見
込
み
も
あ
り
ま
す
が
、

消
費
税
を
納
め
る
昨
年
11

月
末
が
土
日
に
な
り
国
へ

の
納
入
が
12
月
に
ず
れ
込

ん
だ
た
め
、
地
方
に
ま
わ

る
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
に

地
方
消
費
税
交
付
金

QA

よ
る
た
め
で
す
。
見
か
け

上
、
今
年
度
は
減
っ
て
い

ま
す
が
、
来
年
度
に
ま
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
保
育
料
の
無
償
化
に

伴
う
、
子
ど
も
子
育
て
臨

時
交
付
金
は
８
５
０
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

臨
時
で
こ
の
先
は
出
な
い

の
か
。

子
育
て
交
付
金

Q

　
　
当
初
予
算
で
見
込
ん

だ
年
間
保
育
料
２
，０
０

０
万
円
と
、
9
月
ま
で
の

保
育
料
収
入
１
，１
５
０

万
円
程
と
の
差
額
分
８
５

０
万
円
が
臨
時
交
付
金
で

く
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
無
償
化
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
令
和
2
年
度
以
降

に
普
通
交
付
税
の
算
定
の

中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
予
算
を

組
ん
だ
時
点
で
は
国
か
ら

A

の
正
式
な
額
は
不
明
な
の

で
、
予
算
上
は
必
要
最
低

の
金
額
を
見
込
ん
で
示
し

て
い
ま
す
。

　
　
町
道
和
合
妻
籠
線
の

へ
ん
び
石
防
火
水
槽
付
近

（
渡
島
地
区
）
は
、
道
幅

が
狭
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
の
転
落
防
止
柵
が
無
い
。

車
や
観
光
客
な
ど
の
通
行

が
危
険
で
あ
る
。
特
に
、

妻
籠
マ
ラ
ソ
ン
の
時
に
は

大
勢
の
人
々
が
行
き
交
う
。

早
急
に
対
策
を
で
き
な
い

か
。

　
　
現
地
を
よ
く
調
査
し

て
対
応
し
ま
す
。

　
　
社
会
体
育
館
の
外
に

設
置
し
て
あ
る
喫
煙
所
は
、

入
口
に
近
い
た
め
煙
が
入

っ
て
く
る
。
喫
煙
所
を
移

動
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の

工
夫
は
で
き
な
い
か
。

　
　
検
討
し
ま
す
。

道
路
整
備

QA施
設
分
煙

QA

　
　
細
野
洞
の
小
水
力
発

電
施
設
は
工
期
が
遅
れ
て

い
る
が
理
由
は
。

　
　
当
初
設
計
の
横
軸
ペ

ル
ト
ン
水
車
の
基
本
的
な

構
造
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

分
解
整
備
が
し
や
す
い
構

造
へ
の
詳
細
図
面
作
成
に

時
間
を
要
し
た
た
め
で
す
。

現
在
は
製
作
工
程
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
で
２
８
０
万
円
の
減

額
を
し
て
い
る
が
理
由
は
。

小
水
力
発
電

QAプ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

Q

　
　
対
象
者
８
７
７
名
の

う
ち
全
体
の
41
・
３
％
に

あ
た
る
３
６
２
名
の
申
請

が
あ
り
、
そ
の
差
額
分
を

減
額
し
ま
し
た
。
申
請
が

少
な
か
っ
た
理
由
と
し
て

は
、
申
請
の
手
続
き
が
面

倒
だ
っ
た
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
利
用
が
40
％
程
度
と
少

な
い
。
役
場
会
計
室
と
町

内
各
郵
便
局
で
販
売
し
た

が
、
利
用
の
内
訳
は
。

　
　
ま
だ
利
用
数
は
出
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
事

業
が
完
了
し
た
段
階
で
統

計
を
出
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
利
用
率
が
低
い
結

果
が
出
て
い
る
。
還
元
さ

れ
る
金
額
よ
り
高
い
事
務

費
で
商
工
会
に
委
託
し
た

が
還
元
の
成
果
が
あ
っ
た

の
か
。
必
要
な
と
こ
ろ
に

直
接
5
千
円
を
支
給
す
れ

ば
よ
か
っ
た
の
で
は
。
今

後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
事
業
で
あ
っ
た
か
し
っ

か
り
と
検
証
を
お
願
い
す

る
。

AQA要
望

令和2年2月期補正予算（2/26決）

一般会計補正予算　5,945万2千円を減額
総額　38億1,435万4千円に

●会計別補正予算� （単位：千円）

会　　　　　　　計 補正額 補正後の金額

一般会計 △ 59,452 3,814,354

国民健康保険特別会計 △ 1,593 384,774

簡易水道事業特別会計 3,526 180,449

下水道事業特別会計 △ 2,837 81,197

農業集落排水事業特別会計 △ 1,458 75,245

浄化槽市町村整備推進事業特別会計 5,607 125,773

後期高齢者医療特別会計 1,973 78,728

●一般会計補正の主なもの� （単位：千円）

事　　　業　　　名 金　　　額

庁舎非常用電源工事費 1,370

町道本谷線改良事業の見込みによる道路新設改良費 1,000

子育て支援計画策定推進事業の実績による児童福祉総務費 △ 1,135

与川農道橋梁補強工事の実績による農道維持管理経費 △ 2,600

体育館長寿命化事業の実績による中学校建設費 △ 10,256

社会体育館の喫煙所
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◆
町
の
対
策
本
部

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
対
策
本
部
に
つ
い
て

詳
し
い
説
明
を
求
め
る
。

　
　
町
で
は
2
月
19
日
に
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
中
国
で
の
感
染
症
発
生
後
、
国
内
感
染
が
確
認
さ

れ
拡
大
し
て
い
る
中
で
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る

現
状
も
ふ
ま
え
、
町
内
で
の
感
染
拡
大
防
止
だ
け
で
な
く

発
症
者
が
出
た
と
き
に
迅
速
な
対
応
が
必
要
に
な
る
と
判

断
し
、
南
木
曽
町
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
条
例
に
準
じ

た
も
の
で
す
。

町
長
を
本
部
長
と
し
、
各
課
長
と
担
当
す
る
課
長
補
佐

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
外
部
医
療
機
関
や
保
健

事
務
所
の
関
係
者
と
の
連
携
も
考
え
て
い
ま
す
。

◆
対
策
の
状
況
（
2
月
26
日
）

　
　
国
も
基
本
方
針
を
出
し
て
協
力
を
求
め
て
い
る
。
庁

舎
、
学
校
な
ど
へ
の
予
防
措
置
の
現
状
は
。

　
　
担
当
部
署
ご
と
に
や
る
べ
き
予
防
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
関
係
団
体
な
ど
へ
も
伝
え
、
人
の
集
ま
る
場
所
に

は
消
毒
液
や
マ
ス
ク
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

◆
対
策
の
予
算

　
　
消
毒
液
や
マ
ス
ク
に
よ
る
対
策
予
算
で
問
題
は
な
い
か
。

　
　
消
毒
液
は
消
防
費
の
災
害
備
蓄
品
購
入
費
で
購
入
し

て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
は
市
場
に
無
く
、
状
況
を
確
認
し
て

揃
え
ま
す
。
補
正
予
算
、
当
初
予
算
の
中
に
対
策
費
は
な

い
の
で
、
予
備
費
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

補
正
予
算
で
の
審
議
【
2
月
26
日
】

QAQAQA

◆
情
報
と
周
知

要
望
町
の
対
策
方
法
を
町
民
や
企
業
に
周
知
し
、
皆
で

対
策
し
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。
間
違
っ
た
情
報
に
よ

り
町
が
騒
然
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

要
望
介
護
関
係
も
、
在
宅
が
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
住
民
か
ら
の
意
見
も
聞
い
て
、
町
が
で

き
る
こ
と
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

状
況
：
2
月
24
日
、
県
内
で
感
染
者
確
認
、
全
国
で
は
５

０
０
人
を
超
え
た
。

資
料
：
町
の
対
策
（
第
3
版
）、
業
者
対
策
、「
南
木
曽
町

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
状
況
は
。（
１
）

保
育
園

意
見
：
南
木
曽
町
だ
け
が
な
ぜ
希
望
保
育
と
し
た
の
か
、

判
断
が
早
す
ぎ
た
の
で
は
。

小
学
校

答
：
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
ど
う
し
て
も
1
人
で
は
家

に
い
ら
れ
な
い
低
学
年
児
童
か
ら
対
応
し
た
。
春
休
み
中

は
3
年
生
ま
で
を
対
象
と
す
る
。

答
： 

1
～
2
年
の
希
望
者
に
限
っ
た
の
は
、
距
離
を
保

つ
こ
と
や
マ
ス
ク
着
用
な
ど
細
か
い
対
応
を
必
要
と
し
た

た
め
。

答
：
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
の
食
の
提
供
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
の
問
題
な
ど
も
あ
る
。
公
的
な
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

要
望
：
高
学
年
の
春
休
み
対
応
の
検
討
を
。

要
望
：
1
～
2
年
生
に
兄
弟
が
い
る
3
～
6
年
生
は
一
緒

に
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
の
声
も
あ
る
。

意
見
：
国
の
助
成
が
学
童
保
育
の
よ
う
に
放
課
後
子
ど
も

教
室
に
も
適
用
に
な
る
の
か
確
認
を
。

全
員
協
議
会
で
の
審
議

3
月
11
日 

説
明
概
要

質
問

中
学
校

答
：
授
業
が
で
き
な
か
っ
た
約
10
日
間
の
対
応
策
は
、
各
家

庭
を
訪
問
し
、
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
配
布
す
る
が
、
授
業
時

間
は
足
り
な
い
の
で
県
と
も
相
談
し
て
新
学
年
で
対
応
す
る
。

意
見
：
小
中
学
校
の
卒
業
式
の
出
席
者
は
同
居
家
族
も
含

め
複
数
に
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

住
民
対
応

答
：
感
染
症
そ
の
も
の
の
相
談
窓
口
は
木
曽
保
健
所
で
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
誰
で
も
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
状
況
。

答
：
危
機
管
理
の
上
で
は
こ
れ
ま
で
自
然
災
害
が
主
で
、

病
理
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
対
応
が
薄
か
っ
た
。
町

は
独
自
判
断
で
本
部
を
設
置
し
て
準
備
を
始
め
た
。
感
染

症
発
生
の
段
階
ご
と
の
細
か
い
対
応
に
つ
い
て
役
場
各
課

で
取
り
組
み
、
い
ま
で
き
る
予
防
を
き
ち
っ
と
す
る
こ
と

を
心
が
け
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
た
い
。

要
望
：
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
区
長
、
民
生
委
員
、
保
健

補
導
員
な
ど
も
含
め
て
情
報
を
周
知
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

要
望
：
万
が
一
を
想
定
し
た
危
機
管
理
を
。

状
況
：
県
の
方
針
を
受
け
て
3
月
13
日
、
町
の
対
策
本
部

開
催
。
国
は
3
月
19
日
に
方
針
を
新
た
に
見
直
す
予
定
。

資
料
：
町
の
対
策
（
第
5
版
）、

全
戸
配
布
用
チ
ラ
シ
（
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
状
況
は
。（
２
）

保
育
園

答
：
希
望
保
育
を
継
続
。
郡
内
は
通
常
保
育
だ
が
、
各
家

庭
の
判
断
で
半
数
ほ
ど
の
状
況
。

答
：
卒
園
式
の
バ
ス
は
運
行
で
計
画
中
の
町
村
も
あ
る
。

マ
ス
ク
な
ど
の
備
蓄

答
：
マ
ス
ク
の
入
手
は
す
ぐ
に
は
困
難
。
役
場
備
蓄
は
５

０
０
枚
。
町
内
福
祉
施
設
で
は
1
ヶ
月
～
5
ヶ
月
分
の
備

蓄
。
消
毒
液
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
次
亜
塩
素
酸
系
を
手
配
中
。

住
民
へ
の
情
報

要
望
：
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
関
係
で
は
木
曽
保
健
所
か
ら
の
配

布
資
料
、
高
齢
者
な
ど
への
受
診
に
つ
い
て
の
注
釈
が
大
事
。

3
月
13
日 

説
明
概
要

質
問

特集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対 

策

町
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
の
補
正
予
算
審
議
と
全
員
協
議
会

で
の
審
議
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

議会だより



●木曽広域連合施設整備基金条例の制定
●木曽広域連合事務局設置条例の一部改正
●議会の議員の議員報酬並びに特別職の職員で非常勤

の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
●木曽広域連合分担金条例の一部改正
●木曽広域連合介護保険条例の一部改正
●長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共

団体の数の減少及び規約の変更
●令和元年度一般会計補正予算（第4号）
4,965万7千円を減額し総額40億7,580万8千円

となりました。
●令和元年度介護保険特別会計補正予算（第4号）
168万3千円を減額し総額44億2,075万円とな

りました。

◆木曽広域連合規約の変更
◆木曽寮移転改築・基本計画（案）
◆木曽広域連合財務諸表の報告

全員協議会

木曽広域連合議会報告
2月定例会の主な内容は次のとおり。

●一般職の職員の給与に関する条例の改正
人事院勧告に基づく給与改定に準じて、一般職

の住居手当を改定しました。
●職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
会計年度任用職員の服務の宣誓に関する事項を

新たに定めました。
●令和２年度一般会計予算
歳入､歳出の総額は46億3千万円（前年度比0.2％

減）となっています。人材不足の深刻さや一部地域
での入所待機者の減少のなかで、質の高い介護サー
ビス提供、事業運営の効率化を目指しています。
●令和元年度一般会計補正予算（第３号）
3千万円を追加し総額47億2千万円としました。
短期入所やデイサービスの利用率減による収入

源、職員退職見込みの増による基金繰入金があり
ました。

◆給与制度等検討委員会の指名
◆通所介護施設の貸与（案）について
組合経営負担の改善を図るため、デイサービス
施設（6箇所）を民間法人に貸与することが提案さ
れています。郡下では木祖村の「そほく」、木曽
町の「ひなたぼっこ」が対象となります。
◆給食調理業務委託の状況
各施設とも来年度から3年間の委託契約が成立
しています。調理方法については完全調理品の導
入が施設の状況に応じて進められています。

全員協議会

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会報告
2月定例会の主な内容は次のとおり。

1月21日、中津川市議会のリニア対策特別委員会と毎年行っている
合同会議を開催しました。
会議では、両委員会の活動状況とリニア関連事業の動向について意見交換を行いました。
JR東海には、工事が安全に進むこと、地元産材や人材の活用を要望してあります。今後、産業・観光

振興に取り組むことなど、両市町で情報交換を継続していくことになります。

2月19日、リニア新幹線対策特別委員会を開催し、役場もっと元気に戦略室より、町で開催予定のリ
ニア対策協議会と地元説明会の開催について報告を受けました。
現在、リニア関連事業として、町も補正予算を計上して計画が進んでいます。
議会は、急ぐことなくリスク削減に努め、これからも町と連携しながら、工事用車両の運行などの確

認書締結に向け取り組むことになります。
（文責　委員長　北原隆光）

中津川市議会の委員会との合同会議開催

町からのリニアに関する状況説明

リニア新幹線対策特別委員会報告

令和2年度 木曽広域連合当初予算（千円）
会計区分 本年度 前年度 比較
一般会計 4,774,362 4,066,543 707,819

介護保険
特別会計 4,316,169 4,275,047 41,122

総　　計 9,090,531 8,341,590 748,941
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� ※一般質問の質疑内容は各議員の編集によります。

　
　
人
口
減
少
対
策
の
具

体
的
な
考
え
と
、
各
担
当

業
務
の
関
わ
り
方
は
。

　
　
各
事
業
が
移
住
へ
の

判
断
材
料
に
結
び
つ
い
て

い
る
と
い
う
意
識
を
、
全

員
が
持
っ
て
取
り
組
む
姿

勢
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
積
み
重
ね
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

各
担
当
業
務
の
関
わ
り
方

と
し
て
は
、
各
事
業
が
町

の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
と
い
う
心
が
け
で
連
携

を
密
に
取
り
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
定
住
化
促
進
を
図
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
事
業

で
目
標
達
成
を
考
え
て
い

る
か
。

　
　
定
住
施
策
は
若
い
世

代
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
の
支
援
策
の
充
実

化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
小
規
模
な

事
業
で
あ
っ
て
も
、
継
続

し
長
期
に
わ
た
り
支
援
を

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
移
住
者
に
と
っ

て
住
む
と
こ
ろ
（
家
・
土

地
）
が
少
な
い
と
い
う
課

題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町

営
住
宅
建
設
や
宅
地
造
成
、

空
家
利
活
用
な
ど
の
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
だ
け
で
な

く
、
結
婚
し
た
世
帯
や
若

者
に
と
っ
て
も
魅
力
な
町

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
町
営
住
宅
の
家
賃
を
、

他
市
町
村
よ
り
安
く
設
定

で
き
な
い
か
。

　
　
す
で
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方
た
ち
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
安
易
に
安
く

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
民
営
化
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
は
。
ま
た
、
行
政
と

し
て
観
光
事
業
へ
の
関
わ

り
方
は
。

　
　
行
政
主
導
で
な
く
民

間
企
業
と
し
て
、
地
域
一

体
の
考
え
の
も
と
観
光
地

作
り
や
観
光
資
源
の
開
発
、

旅
行
商
品
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

町
は
ハ
ー
ド
事
業
を
行
い

な
が
ら
、
町
観
光
協
会
の

自
立
に
向
け
て
支
援
し
ま

す
。

　
　
　
蘭
・
広
瀬
方
面
に

は
伝
統
工
芸
品
だ
け
で
な

く
、
食
事
処
、
温
泉
、
ヤ

ギ
牧
場
な
ど
観
光
資
源
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
妻
籠
か

ら
の
観
光
ル
ー
ト
開
拓
を

お
願
い
し
た
い
。

移
住
定
住
に
つ
な
が
る

施
策

QAQA

QA

観
光
協
会
の
民
営
化

QA要
望

◆赤坂　　孝 議員
移住定住につながる取り組みの工夫を
観光協会と協力して観光ルート開拓を

◆近藤　　隆 議員
なぎそカード事業の今後の見通しは
公共ポイント制度の導入で商業振興を

◆矢澤　和重 議員
広域観光プロモーションで町観光の発展を
町産材の幅広い活用を

◆伊藤　寿子 議員
町に訪問看護ステーションを

7人の議員が一般質問
◆松原　崇文 議員

町独自に行っている各種支援の充実化と継
続を

◆早川　親利 議員
町民の目線に立った町政運営を
外国人中高生との積極的な交流を

◆坂本　　満 議員
コロナウイルス、多面的な支援を
問題多い、教員の変形労働時間制
先行する森林管理、まず所有者に説明を

赤坂　孝 議員

移
住
定
住
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
の
工
夫
を

観
光
協
会
と
協
力
し
て
観
光
ル
ー
ト
開
拓
を

３月定例会
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観
光
総
務
費
の
尾
張

藩
連
携
事
業
と
は
、
ど
の

よ
う
な
事
業
か
。

　
　
本
年
2
月
3
日
、
名

古
屋
城
本
丸
御
殿
で
、
か

つ
て
の
尾
張
藩
に
所
縁
の

あ
る
自
治
体
と
関
係
事
業

者
が
集
ま
り
「
尾
張
藩
連

携
事
業
推
進
協
議
会
」
設

立
に
向
け
た
結
団
式
を
行

い
ま
し
た
。
名
古
屋
を
起

点
と
し
た
尾
張
藩
周
遊
ル

ー
ト
を
新
た
に
形
成
し
、

欧
米
豪
か
ら
の
集
客
を
目

的
と
し
た
広
域
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の

で
す
。

　
　
　
町
の
観
光
産
業
の

発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

　
　
林
業
振
興
費
の
地
元

産
材
製
材
保
管
委
託
料
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容

は
。

　
　
整
備
し
て
搬
出
間
伐

さ
れ
た
木
材
の
一
部
を
、

妻
籠
町
並
み
交
流
セ
ン
タ

ー
建
設
の
材
料
に
あ
て
る

た
め
の
、
製
材
と
保
管
の

委
託
経
費
で
す
。
交
流
セ

ン
タ
ー
建
設
は
、
令
和
3

年
度
で
す
の
で
、
町
有
林

か
ら
搬
出
し
た
約
50
㎥
の

木
材
を
、
事
前
に
構
造
材

や
板
材
と
し
て
製
材
し
て

保
管
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
新
年
度
事
業
の
た

め
、
保
管
に
つ
い
て
決
ま

っ
て
い
な
い
と
思
う
が
、

製
材
や
保
管
場
所
も
地
元

事
業
者
を
利
用
す
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の

木
材
利
用
促
進
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
公
共
建
物
の
木
材
利

用
促
進
に
つ
い
て
、
妻
籠

町
並
み
交
流
セ
ン
タ
ー
建

設
に
町
産
材
を
使
用
す
る

経
費
に
森
林
環
境
譲
与
税

の
一
部
を
使
用
す
る
も
の

で
す
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は

都
市
部
へ
も
譲
与
さ
れ
る
。

町
と
友
好
関
係
を
結
ん
で

い
る
長
久
手
市
も
例
外
で

は
な
い
。
更
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　
広
域
連
合
と
愛
知
中

部
水
道
企
業
団
の
各
市
長
、

町
長
と
譲
与
税
の
話
し
を

し
て
い
ま
す
。
長
久
手
市

長
と
の
懇
談
の
際
に
も
話

し
た
と
こ
ろ
、「
長
久
手

市
の
保
育
園
や
公
共
建
物

に
使
い
た
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。
こ
の
機
会
に
、

町
内
の
木
材
業
者
や
関
係

者
の
皆
さ
ん
と一緒
に
Ｐ
Ｒ

に
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

尾
張
藩
連
携
事
業
に
期
待

QA意
見積

極
的
な
町
産
材
利
用
を

Q

A要
望

QA

QA

　
　
政
府
は
、
昨
年
の
消

費
税
増
税
に
合
わ
せ
て
還

元
策
を
行
い
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
を
進
め
て
お
り
、

町
で
も
徐
々
に
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
が
増
え
て
き

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

は
、「
な
ぎ
そ
カ
ー
ド
」

に
ポ
イ
ン
ト
が
付
か
な
い

よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　
商
店
で
は
、
な
ぎ
そ

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
購
入

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

に
伴
う
手
数
料
の
両
方
を

負
担
す
る
こ
と
は
経
営
的

に
難
し
い
た
め
で
す
。

　
　
町
内
商
店
で
買
い
物

を
し
た
実
績
が
わ
か
る
と

思
う
が
、
商
店
が
購
入
し

た
な
ぎ
そ
カ
ー
ド
の
ポ
イ

ン
ト
の
金
額
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　
　
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
な
ぎ
そ
カ
ー
ド
は
、

町
内
商
店
の
利
用
促
進
の

た
め
商
工
会
と
町
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
作
ら
れ
た
事

業
だ
が
、
今
後
の
見
通
し

は
。

　
　
社
会
的
に
キ
ャッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
進
む
中
、
な

ぎ
そ
カ
ー
ド
事
業
は
縮
小

し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
町
が
行
っ
て
い
る
健

康
教
室
へ
の
参
加
、
検
診

の
受
診
や
社
協
で
行
っ
て

い
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
な
ど
に
参
加
し
た

場
合
に
、
な
ぎ
そ
カ
ー
ド

に
ポ
イ
ン
ト
を
付

け
、
住
民
の
健
康

や
社
会
参
加
と
併

せ
て
商
業
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ

う
に
公
共
ポ
イ
ン

ト
制
度
（
仮
称
）

は
で
き
な
い
か
。

　
　
現
在
、
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果

も
参
考
に
し
て
検
討
し
ま

す
。

　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
は
、
20
万
円
限
度
額

で
、
そ
の
内
3
割
が
南
木

曽
町
商
品
券
と
な
っ
て
い

る
。町

内
商
店
へ
の
還
元
を

図
る
た
め
に
も
こ
の
割
合

を
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
商
店
存
続
と
活
性

化
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
お
願
い
し
た
い
。

QAQAQ

A公
共
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

導
入
で
商
業
振
興
を

Q

AQA意
見

近藤　隆 議員

矢澤　和重 議員

な
ぎ
そ
カ
ー
ド
事
業
の

今
後
の
見
通
し
は

広
域
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

町
観
光
の
発
展
を
、町
産
材
の
幅
広
い
活
用
を

年　度 購入金額
（千円）

25 5,065
26 4,330
27 4,511
28 3,762
29 3,440
30 3,530
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15
歳
・
18
歳
の
無
料

支
援
に
つ
い
て
、
本
年
度

の
実
績
と
そ
の
理
由
は
。

　
　
15
歳
は
81
％
、
18
歳

は
53
％
の
接
種
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
理
由
を
把

握
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
れ
か
ら
精
査
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
本
年
度
の
実
績
は
。

　
　
現
在
、
新
車
購
入
15

件
、
安
全
装
置
取
り
付
け

2
件
で
す
。

　
　
国
の
支
援
も
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
だ
が
、
二
重
に

補
助
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
よ
う
だ
。
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

　
　
こ
の
補
助
金
の
目
的

は
、
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
国
の
指
導
は
「
併

給
可
能
」
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
そ
の
指
導
通
り
に

や
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
本
年
度
の
実
績
は
。

　
　
1
件
当
た
り
1
万
3

千
円
の
南
木
曽
町
商
品
券

に
よ
る
支
援
で
、
18
件
の

返
納
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
以
前
か
ら
議
会
で
も

お
願
い
し
て
い
る
「
免
許

証
返
納
に
よ
る
運
転
経
歴

証
明
書
の
発
行
の
簡
略

化
」
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
木
曽
警
察
署
や
南
木

曽
町
交
番
に
そ
の
都
度
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
要
望
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
本
年
度
の
実
績
は
。

　
　

1
件
あ
た
り
５
，１

０
０
円
の
品
で
、
約
６
０

０
件
の
注
文
を
受
け
ま
し

た
。
毎
年
同
じ
く
ら
い
の

注
文
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

友
好
関
係
を
結
ん
で
い

る
長
久
手
市
が
出
産
祝
い

品
と
し
て
新
生
児
が
生
ま

れ
た
世
帯
に
対
し
て
行
っ

て
い
る
事
業
で
、
町
が
提

案
し
た
6
種
類
の
木
の
お

も
ち
ゃ
な
ど
か
ら
選
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
品
物
が
良
い
か

な
ど
長
久
手
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
支
援

QAサ
ポ
カ
ー
補
助
金

QAQA

免
許
証
自
主
返
納
支
援

QAQA

長
久
手
市
へ
の

出
産
祝
い
品
事
業

QA

　
　
国
保
運
営
協
議
会
の

中
で
、「
医
療
費
に
つ
い
て

は
平
成
30
年
度
に
比
べ
て

今
年
度
は
２
，４
０
０
万
円

程
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
」

と
の
報
告
だ
っ
た
が
、
坂

下
病
院
が
診
療
所
に
な
っ

た
こ
と
へ
の
影
響
が
出
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
レ
セ
プ
ト
を
参
考
に

す
る
と
、
後
期
高
齢
者
医

療
に
つ
い
て
は
外
来
診
療

に
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
。
平
成
27
年
度

か
ら
１
，２
０
０
件
減
っ

て
は
い
ま
す
が
、
同
じ
く

ら
い
増
加
し
て
お
り
、
木

曽
病
院
や
中
津
川
市
民
病

院
な
ど
他
診
療
機
関
へ
の

受
診
が
見
ら
れ
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

１
，１
０
０
件
の
減
少
、

７
０
０
件
の
増
加
で
す
が
、

平
成
27
年
度
か
ら
保
険
者

が
2
割
程
減
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
影
響
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

今
年
3
月
い
っ
ぱ
い
で
、

耳
鼻
咽
喉
科
・
泌
尿
器
科

が
市
民
病
院
へ
集
約
と
な

る
の
で
、
今
後
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
証
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
課
題
と
し
て
、

他
の
診
療
機
関
を
受
診
す

る
た
め
の
移
動
手
段
が
あ

る
人
は
良
い
が
、
そ
れ
が

で
き
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

在
宅
医
療
が
必
要
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
町
に
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

来
て
く
れ
て
い
る
の
は
把

握
し
て
い
る
か
。

　
　
中
津
川
市
と
阿
智
村

に
あ
る
2
施
設
な
ど
か
ら

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
地
域
、
社
協
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
保
健

師
、
医
療
関
係
な
ど
の
連

携
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア

に
加
え
て
、
こ
の
町
に
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
の
地
元

医
療
機
関
に
対
す
る
支
援

事
業
の
状
況
は
。

　
　
地
域
医
療
支
援
事
業

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
大
変
良
い
事
業
だ
と

思
う
が
、
そ
の
中
で
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
再

開
と
い
っ
た
話
し
も
で
き

な
い
か
。

　
　

地
元
医
療
機
関
も
、

再
開
で
き
れ
ば
良
い
と
い

う
希
望
は
あ
る
よ
う
で
す

が
、
難
し
い
面
も
あ
る
の

で
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

　
　
　

人
生
の
最
期
に
、

本
当
に
こ
の
町
に
住
ん
で
良

かっ
た
と
思
え
る
医
療
体
制

の
構
築
を
お
願
い
す
る
。

坂
下
病
院
の
縮
小
、

そ
の
影
響
は

QA

訪
問
看
護
の
重
要
性

QA

QAQA要
望

伊藤　寿子 議員

松原　崇文 議員

町
に

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

町
独
自
に
行
っ
て
い
る

各
種
支
援
の
充
実
化
と
継
続
を
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
か
ら
支
援
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
個
人
に

対
す
る
補
償
な
ど
の
支
援
、

業
者
に
対
し
て
は
国
の
助

成
制
度
が
で
き
る
ま
で
の

つ
な
ぎ
資
金
な
ど
準
備
が

可
能
で
は
。

　
　
収
入
や
売
り
上
げ
の

減
少
が
あ
っ
た
方
た
ち
に

対
し
、
ど
う
応
援
す
る
か

が
大
き
な
課
題
だ
と
考
え

ま
す
。
国
が
方
向
性
を
定

め
て
い
た
だ
く
の
が
望
ま

し
い
で
す
が
、
町
と
し
て

は
、
当
面
を
凌
ぐ
方
法
や

制
度
の
運
用
を
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
感
染
者
が
出
た
場
合
、

事
業
に
よ
っ
て
は
全
体
が

機
能
し
に
く
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
が
、
町

の
対
策
は
。

今
の
状
態
が
長
丁
場
に

な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
が
。

　
　
対
策
本
部
で
は
、
各

課
で
予
防
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
必
要
な
対

策
を
取
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
各
課
で
危
険
レ
ベ
ル

ご
と
の
対
応
を
ま
と
め
、

指
針
と
し
て
共
有
す
る
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

QA

QA

　
　
教
員
の
変
形
労
働
時

間
制
に
つ
い
て
、
県
の
意

向
調
査
も
含
め
町
の
段
階

で
ど
の
程
度
議
論
が
進
ん

で
い
る
か
。

　
　
変
形
労
働
時
間
制
は
、

自
治
体
の
判
断
に
よ
り
条
例

制
定
し
来
年
４
月
か
ら
導
入

で
き
る
も
の
で
、
働
き
方
改

革
の
一
環
と
し
て
教
員
の
資

質
の
向
上
や
健
康
管
理
に
資

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
教
員
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
や
部
活
動

の
指
導
な
ど
が
あ
り
、
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
を

取
れ
る
保
証
が
な
い
と
い
う

声
や
、
長
時
間
労
働
を
一

層
助
長
す
る
と
いっ
た
意
見

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

現
場
の
先
生
た
ち

の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

QA要
望

　
　
町
長
就
任
か
ら
4
年

間
を
振
り
返
っ
て
、
実
行

で
き
た
こ
と
、
成
果
が
上

が
っ
た
こ
と
は
何
か
。

　
　
ミ
ニ
集
会
や
各
地
域

の
集
会
・
催
し
に
出
席
し

て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
て

き
ま
し
た
。

国
や
県
、
民
間
事
業
者

な
ど
に
対
し
て
要
望
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
若

い
世
代
へ
の
子
育
て
施
策

や
観
光
協
会
の
法
人
化
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
や
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
一
定

の
道
筋
が
で
き
、
故
郷
納

税
の
金
額
は
増
え
ま
し
た
。

健
康
診
断
の
受
診
率
の

向
上
、
1
人
当
た
り
の
医

療
費
の
減
額
な
ど
「
で
き

る
こ
と
は
す
ぐ
や
る
」
と

い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
　
実
行
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、や
り
残
し
た
こ
と
は
。

　
　
地
域
医
療
や
救
急
体

制
確
保
の
仕
組
み
づ
く
り
、

地
域
経
済
が
町
内
で
循
環

す
る
仕
組
み
づ
く
り
、
子
ど

も
園
な
ど
は
道
半
ば
で
す
。

Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術

を
活
用
し
た
取
り
組
み
や

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
連
絡
体
制
、
役
場
内
の

組
織
の
改
善
な
ど
は
実
行

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
4
年
間
、
町
長
な

ら
で
は
の
町
政
運
営
で
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
先

日
も
次
期
町
政
に
向
け
た

決
意
を
お
聞
き
し
た
。
町

民
の
目
線
に
立
ち
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
木
曽
に
は
大
勢
の
外

国
人
が
訪
れ
て
お
り
、地
元

中
高
生
と
の
交
流
を
希
望

し
て
い
る
。過
去
に
、
蘇
南

高
校
生
た
ち
と
交
流
会
を

行
っ
た
よ
う
だ
が
、上
手
く

い
か
な
い
の
が
現
状
だ
。

教
育
委
員
会
が
間
に
入

る
な
ど
計
画
的
に
交
流
会

が
で
き
な
い
か
。

　
　
高
校
は
毎
年
海
外
語

学
研
修
を
行
っ
て
お
り
、

中
学
校
は
総
合
学
習
と
し

て
、
南
木
曽
駅
で
の
外
国

人
観
光
客
に
対
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
外
国
人
向
け

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を

し
て
い
ま
す
。

学
校
同
士
の
交
流
会
は
、

課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
場
の
英
語
に

触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
町

や
日
本
の
伝
統
文
化
の
紹

介
が
で
き
る
。

世
界
で
通
用
す
る
人
材

育
成
の
良
い
機
会
と
な
る

た
め
、
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

4
年
間
の
町
政
運
営
は

QA

QA意
見外

国
人
中
高
生
と
の
交
流

Q

A意
見

坂本　満 議員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
多
面
的
な
支
援
を

問
題
多
い
、教
員
の

変
形
労
働
時
間
制

先
行
す
る
森
林
管
理
、ま
ず
所
有
者
に
説
明
を

町
民
の
目
線
に
立
っ
た
町
政
運
営
を

外
国
人
中
高
生
と
の
積
極
的
な
交
流
を

早川　親利 議員

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を

用
い
た
動
き
が
始
ま
っ
て

い
る
。
森
林
経
営
管
理
法

に
よ
り
ゾ
ー
ニ
ン
グ
す
る

よ
う
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の

山
林
所
有
者
が
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る

状
況
は
問
題
で
は
。

　
　
森
林
所
有
者
対
象
に

は
、
説
明
会
な
ど
は
ま
だ

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
木

曽
広
域
連
合
か
ら
制
度
説

明
の
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布

す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
法
律
で
は
、
所
有

者
の
適
切
な
森
林
管
理
の

責
務
を
明
確
化
し
て
い
る
。

そ
の
制
度
の
こ
と
を
知
ら

ず
に
山
の
税
金
を
払
っ
て

い
る
。
丁
寧
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

QA

要
望
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南
木
曽
町
総
合
戦
略
の

第
１
期
計
画
が
今
年
度
で

終
了
す
る
た
め
、
南
木
曽

町
総
合
戦
略
第
２
期
計
画

説
明
概
要

（
令
和
2
年
度
～
令
和
6
年

度
）
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

※
昨
年
の
12
月
定
例
会
で

説
明
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
い
決
定
。

※
詳
細
内
容
は
広
報
な
ぎ

そ
今
月
号
6・7
Ｐ

南
木
曽
町
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
第
１

期
が
今
年
度
で
終
了
す
る

た
め
、
新
た
な
支
援
事
業

計
画
（
令
和
２
年
度
～
令

和
６
年
度
）
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

説
明
概
要

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

プ
ラ
ス
面
の
効
果
を
最
大

化
す
る
た
め
、
リ
ニ
ア
開

業
後
を
見
据
え
た
地
域
づ

説
明
概
要

く
り
の
指
針
と
し
て
の
南

木
曽
町
リ
ニ
ア
活
用
基
本

構
想
（
案
）
を
作
成
し
ま

し
た
。

昨
年
の
12
月
定
例
会
で

説
明
後
、
町
民
の
ア
イ
デ

ア
・
提
言
を
も
と
に
基
本

構
想
素
案
を
作
成
し
、
さ

ら
に
町
が
各
団
体
と
意
見

交
換
を
し
て
作
成
し
ま
し

た
。3

月
24
日
ま
で
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
期
間
を
設

け
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

反
映
さ
せ
た
う
え
で
基
本

構
想
と
す
る
予
定
で
す
。

第
２
期
地
方
創
生

総
合
戦
略
の
策
定

子
ど
も・子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定

リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想（
案
）

全
員
協
議
会　
議
会
と
町
の
意
見
交
換

（
2
月
26
日・3
月
11
日・3
月
13
日
）

質疑 地方創生総合戦略関係
Q リニアの位置づけはどのようになっているか。
A リニア開業後を見据えた地域づくりの指針とし
て「南木曽町リニア活用基本構想」を策定します。
Q　町の総合計画との関連は。
A 総合計画に掲げる人口減少の歯止めと人口減少
社会の中での幸福な暮らしの維持という２点を集中
的に展開していくための総合戦略です。
Q　事業の評価はどのように行うのか。
A 地方創生検証会議で評価を行っています。

質疑 子ども・子育て支援事業計画関係
Q 子どもの貧困対策は、5ヵ年計画の中で実態調査をするのか。
A 情報共有しながら実態を確認していきたいと思います。
Q　放課後子ども教室の位置付けをどう考えるか。
A 地域の皆さんにサポートして頂きながら、「学童保育」の
良さも取り入れて、内容を充実させていきたいと思います。
Q　対象となる年齢、高校生の支援内容は。
A 生まれてから高校生までです。高校生については、不
登校の生徒などへの支援です。
Q　児童虐待は、児童相談所など関係団体との連携も必要では。
A 関係団体との協力連携は行っています。また、専用ダ
イヤルを設けて悩みを聞くなど体制を図っています。

質疑 リニア活用基本構想（案）関係
Q いろいろ盛り込まれ、町の総合計画と同様な構想になっている。重点を
絞り込むなどもっと簡潔にできないのか。
A 様々な可能性があり、少しでもチャンスがあれば集中的な取り組みや交
流拡大など、リニア活用に活かしていきたいと考えます。
Q 外国人観光客が来る理由は、治安が良いだけでなく山道でも人家がある
ことで安心感があるためだ。しっかりとした住民の生活基盤があってこそ地
域産業が成り立ち、その中で観光産業が生かされていると思うが、構想では
考慮されていないように感じる。
A あくまでも基本構想ですので、意見を聞きながらさまざまな事業計画に
盛り込み進めていきたいと思います。
Q 観光産業を支える農林業や景観への記述が少なく実現性が乏しいと感じる。
A 農林業や景観についても考えていかなければいけません。随時、見直し
を行っていきたいと思います。
Q 移住定住について多く記載してはどうか。南木曽駅に停まる電車の増便
や、終着駅の南木曽までの延長、駅東側の貯木場に団地を作るなどの意見は
出なかったのか。
A 構想（案）には3つの柱があり、定住、関係人口については2つ目の「ひ
との流れをつくる」に記載されています。
Q 地域の実態に即してリニアをどう受け止めていくかの視点が必要では。
大学教授の提言がそのまま記されているが、私たち住民が自分たちの言葉で
作っていくのが、町としての構想なのでは。
A まちづくりに携わっている先生に提言をいただき、世の中がどのように
変化していくかを示唆するものとなっています。町の構想は別に記載されて
います。パブリックコメント期間は 3月 24日までですので、またご意見を
いただければと思います。
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南
木
曽
町
観
光
協
会
は
、

令
和
元
年
7
月
に
従
来
の

観
光
協
会
を
解
散
し
て
、

新
た
に
一
般
社
団
法
人
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

観
光
協
会
の
理
事
長
、

専
務
理
事
か
ら
、
現
在
に

至
る
ま
で
の
経
緯
、
今
後

の
事
業
展
開
、
協
会
の
体

制
、
公
益
的
事
業
、
収
益

的
事
業
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

説
明
概
要

昭
和
36
年
1
月
1
日
、

当
時
の
読
書
村
・
吾
妻
村
・

田
立
村
の
3
村
合
併
に
よ

り
町
制
を
施
行
し
て
以
来
、

令
和
3
年
1
月
1
日
で
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

記
念
す
べ
き
年
に
南
木
曽

町
の
過
去
か
ら
現
在
を
回

顧
し
、
さ
ら
な
る
発
展
・

飛
躍
に
向
け
て
町
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
祝
う
た
め
の

記
念
事
業
を
募
集
し
、
実

施
す
る
も
の
で
す
。

説
明
概
要

上
下
水
道
事
業
は
、
長

期
的
に
安
定
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た

め
、
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
（
以
下
、
法
適
用
）

に
よ
り
、
経
営
状
況
や
財

政
状
況
を
明
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
な
、
発
生

主
義
に
基
づ
く
複
式
簿
記

の
手
法
に
よ
っ
て
経
理
す

説
明
概
要

◆
事
業
名

「
町
制
施
行
60
周
年
記

念
事
業
『
創
造　
ふ
る
さ

と
な
ぎ
そ
』」

◆
全
体
事
業
費

５
０
０
万
円

◆
第
一
次
募
集
締
切

令
和
2
年
3
月
31
日

◆
最
終
応
募
締
切

令
和
2
年
8
月
31
日

る
「
企
業
会
計
方
式
」
へ

の
移
行
が
強
く
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

南
木
曽
町
上
下
水
道
事
業

で
も
法
適
用
を
行
う
も
の

で
す
。

◆
準
備
期
間

令
和
元
年
～
令
和
２
年

度
（
2
ヶ
年
）

◆
法
適
用

令
和
3
年
4
月
1
日
予

定

一
般
社
団
法
人
南
木
曽
町
観
光
協
会
を
設
立

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
実
施
協
力
を
募
集

上
下
水
道
地
方
公
営
企
業
適
用
の
導
入

質疑 町制施行60周年記念事業関係
Q 事業名について、60 周年なので「還暦 な
ぎそまち」など、もう少し工夫してはどうか。
A 検討させていただきます。

意見 各種団体に募集をかけるのはいいが、で
きるだけ町民のための事業にしていただきたい。

質疑 一般社団法人・南木曽町観光協会関係
Q 今まで町主体で運営されていたが、法人と
なった以上は一企業として早く自立していただ
きたい。年間 1,000 万円の補助金や役場職員派
遣など町からの出資も大きいが、どのように考
えているか。
A 町の施政方針であります観光立町を目指
し、早く収益をあげて軌道に乗せられるように
頑張っていく所存です。皆さんにもご協力をよ
ろしくお願いします。
Q　今まで馬籠～妻籠で行っていた観光客向け
の荷物運搬はどうなるのか。
A これからも引き続きやっていきます。
Q　妻籠観光協会はどのような形で入るのか。
また与川支部や田立支部・北部支部などについ
ても説明をお願いしたい。
A 妻籠観光協会は基本的に個人会員として
入っていただき、会費は妻籠観光協会からまと
めていただきます。また事務委託も受ける予定
です。
他支部は、賛同いただける方には個人会員と

して入っていただく方法で検討しています。

質疑 地方公営企業適用関係
Q 上下水道料金は、なるべく上げないようにするとの
ことだが、上げなければならない状況になった場合、一
般会計から繰り入れをするのか。
A どうしても必要となった場合は、繰り入れをお願い
したいと思います。
Q　公営企業会計になっても高料金に対する交付税措置
はあるのか。
A 交付税は措置されます。
Q　公営企業会計になっても国の補助金等は対象になる
か。
A 今まで通り補助金を活用できます。補助残は公営企
業債を使えます。小規模水道事業は、一般会計で行いま
す。
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妻籠宿内に設けられた観光協会の事務所（内観）



町
で
は
、
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
を
購
入
又
は
、

後
付
け
で
ペ
ダ
ル
踏
み
間

違
い
時
加
速
抑
制
装
置
の

説
明
概
要

整
備
し
た
高
齢
者
を
対
象

に
補
助
制
度
を
創
設
し
、

令
和
元
年
7
月
1
日
か
ら

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

※
詳
細
内
容
は
広
報
な
ぎ

そ
昨
年
12
月
号
4
Ｐ
に

掲
載

経
済
産
業
省
で
も
サ
ポ

カ
ー
補
助
制
度
を
12
月
23

日
か
ら
運
用
開
始
し
ま
し

た
の
で
、
情
報
提
供
と
し

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
左
表
参
考
）

現
在
地
区
集
会
所
の
屋

根
部
分
を
除
く
修
繕
工
事

は
、
分
担
金
を
徴
収
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
屋
根
も
含

め
た
す
べ
て
の
修
繕
工
事

に
関
し
て
2
割
の
分
担
金

を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら

施
行
。

説
明
概
要

山
の
木
々
を
利
用
し
て

林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
設
置
に
対
し
て
補

助
を
行
う
要
綱
に
つ
い
て
、

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
令

和
2
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
。

※
詳
細
内
容
は
広
報
な
ぎ

そ
今
月
号
12
Ｐ
に
掲
載

説
明
概
要

屋
根
の
修
繕
負
担
改
正

（
地
区
集
会
所
整
備
事
業
の

負
担
等
の
条
例
改
正
）

比
較
：
町
の
高
齢
者
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
制
度
と

経
済
産
業
省
サ
ポ
カ
ー
補
助
金

薪
ス
ト
ー
ブ・ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
金

を
設
置

質疑 薪ストーブ・ペレットストーブ設置補助金関係
Q 居住する住宅とあるが、はなれや物置のような建物は
対象となるか。また、風呂場は該当するか。
A 対象外となります。薪ストーブは、二次燃焼機能を有
したストーブが対象となります。
Q　申請件数が想定以上にあった場合、予算が足りなく
なってしまうが、その場合はどうなるのか。また、国や県
からの補助がなくなってしまった場合でも、町単独で継続
して補助を行うのか。
A 当初予算計上分よりも多く申請があった場合には、補
正予算で対応したいと考えています。また、県からの補助
がなくなっても継続して交付していきたいと思います。
意見 薪の調達が難しいため、灯油暖房器具を利用する現
状がある。調達に関する支援も行うなど十分な対策の検討
をお願いしたい。

質疑 地区集会所整備事業の負担等関係
Q 区所有集会所の修繕は、全額支払
いをしてから 8 割の補助金が支払われ
るが、全額支払いは大変であるので、
町が工事して 2 割負担の方法をとれな
いか。
A 町のつなぎ資金を活用していただ
きたいと思います。

要望① 屋根工事など地元で修繕した
場合は、原材料も対象になるようにし
ていただきたい。
要望② 水洗化に係る工事も補助の対
象になるようにしていただきたい。

町制度 国制度

対
象
者

南木曽町内に住所を有し、65歳以上
で町税などの滞納がない方 65歳以上の方

※１人につき１回限り

補
助
対
象

・自ら所有又は使用する車両（自動
車検証に所有者又は使用者に記載
がある者）
・自家用の普通自動車、小型自動車
又は軽自動車（営業等の目的以外、
自動車検証において用途に自家用
の記載がされている車両）

・自家用自動車で個人名義の車両
・業務要自動車　個人又は法人名義
で、１事業所につき65歳以上の高
齢運転者の人数を超えない台数

補
助
金
額

①衝突被害軽減ブレーキ、②ペダル踏み間違い加速抑制装置、
③車線維持支援抑制装置、④車線脱逸警報装置、⑤ふらつき注意喚起装置

購入
※①の機能に加え②～⑤のいずれか
の機能を有する車
３万円

購入：①かつ②を搭載した車
登録車 10万円、
軽自動車７万円、中古車４万円
購入：①のみを搭載した車
登録車６万円、
軽自動車３万円、中古車２万円
※国以外の補助金は併用可

②を後付け１万５千円
②後付け　センサー有４万円
　　　　センサー無２万円
※他の補助金など全て併用不可
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今
年
は
、
記
録
的
な
暖
冬
で
、

北
陸
地
域
で
は
、
平
年
2
ｍ
60
㎝

の
積
雪
が
今
年
は
7
㎝
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
南
木
曽
町
も
ほ
と
ん
ど

積
雪
が
な
く
、
春
の
農
作
業
に
影

響
が
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
の

中
止
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
思

い
出
と
な
る
卒
業
式
な
ど
も
縮
小

さ
れ
残
念
で
す
。
3
月
定
例
議
会

も
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
普
段

と
は
違
う
雰
囲
気
の
中
で
の
開
会

で
し
た
。

今
期
最
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」

と
な
り
ま
す
。
編
集
委
員
は
、
町

の
課
題
は
何
か
、
議
会
で
は
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目

標
に
し
て
編
集
し
て
き
ま
し
た
。

4
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 編

集
後
記編

集
委
員坂

本　
　
満 

近
藤　
　
隆
（
記
）

伊
藤　
寿
子

早
川　
親
利

議会の傍聴にお越しください
定例会は年4回（3月・6月・9月・12月）開催されます。
詳しい日程などについては、音声告知端末放送、ケーブルテ
レビなどでお知らせしています。
※3月の議会は、3日間で16人の傍聴がありました。

1月11～13日に議員研修として愛媛県、広島
県、兵庫県に行って来ました。この研修は、議
員の任期中に1回、全額自己負担で懇親を兼ね
て開催されてきているものです。
初日は、初詣のため熱田神宮で参拝をしてか

ら松山市に向かいました。移動時間が長く、午
後6時ごろ松山市に到着しました。
翌日は広島市に向かい、大和ミュージアムを

見学して、原爆ドーム、平和記念資料館に行き
ました。資料館では被爆者証言や遺品、当時の
資料、人影が残った「人影の石」、火傷を負っ
た少女の写真など…悲惨さを物語る展示や原爆

投下に至った歴史的背景や広島の歴史を見学し
ました。広島市に投下された原子爆弾による甚
大な被害を肌で感じ、全員が無言となっていま
した。海外からの来場者も多く、なかには泣い
ている方々もおられ、「心に響くのは、皆同じ
なのだ…」と感じました。つくづく、戦争は二
度と起こしてはならない、不幸な人を生み出す
だけだと思いました。ほかにもアオギリも見て
きました。南木曽中学校にもアオギリの木があ
ります。ちゃんと繋がっているという思いが沸
き、「帰ったら、南木曽中学校のアオギリを見
に行こう」と考えていました。ひとつひとつが

平和の大切さや命の尊さについ
て改めて考える機会となりまし
た。
最終日は、広島県廿日市市の
宮島にある厳島神社と、兵庫県
姫路市の姫路城を見学してきま
した。どちらも外国人がとても
多く、賑わっていました。外国
人観光客への対応もしっかりさ
れていて、観光について勉強に
なりました。
3日間の研修で学んだことを
今後に活かしていきたいと思い
ます。� （記　矢澤和重　議員）

議員研修
旅行報告 改めて考える「戦争」と「平和」
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